（様式４別添２）


令和　　年　　月　　日

所在地　　　○○市○○区○○町○丁目○番○号
商号又は名称　　　株式会社○○○○

代表者　　　代表取締役　　○○　○○　　　
実　務　経　歴　書

	技術者氏名
	
	生年月日
	昭和　　年　　月　　日

	最終学歴
	　　　　　　　学校　　　　　　　　　学部　　　　　　　学科

 年　　　　 月卒業

	職　　歴
	平成　　　年　　　 月入社

	職名（従事した立場）
	実務経験内容
	実務経験期間
	経験年数

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	合　　　　計
	　　　　　　　　年　　　　 月


注１　この様式は、都市及び地方計画に関する業務の実務経験による技術者の場合のみ提出すること。

注２　最終学歴欄は、必要な実務経験の年数を確認するものであるため、最終学歴の学校名、学科名、卒業年月日を記載すること。

注３　実務経験内容の業務は必要な経験年数の期間全てについて記載すること。

注４　実務経験期間が重複している場合は、経験年数を重ねて計上しないよう注意すること。

　　（例）　都市及び地方計画に関する業務の実務経験が、Ａ業務（平成２０年５月から平成２０年９月までのもの）と、Ｂ業務（平成２０年８月から平成２０年１２月までのもの）とがある場合

Ａ業務（経験年数　５か月）、Ｂ業務（経験年数　３か月）

注５　経験日数が１か月に満たない場合には切り捨てること。

　　（例）　平成２０年５月１０日～平成２０年７月１５日の場合　⇒　実務経験期間　平成２０年５月～平成２０年６月

経験年数　２か月

注６　記入欄がたりないときは、適宜記入欄を追加して用いること。なお、別紙となる場合は、左上をステープラーで綴じこみ、別紙にも技術者氏名及び生年月日を記載すること。

注７　元号は、適宜修正して記載すること。
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